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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第６区分
【発行日】平成21年5月28日(2009.5.28)

【公表番号】特表2008-535746(P2008-535746A)
【公表日】平成20年9月4日(2008.9.4)
【年通号数】公開・登録公報2008-035
【出願番号】特願2008-505905(P2008-505905)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｄ  75/34     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  65/40     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  77/38     (2006.01)
   Ｂ６５Ｂ  61/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｊ   1/03     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｄ  75/34    　　　　
   Ｂ６５Ｄ  65/40    　　　Ａ
   Ｂ６５Ｄ  65/40    　　　Ｄ
   Ｂ６５Ｄ  77/38    　　　　
   Ｂ６５Ｂ  61/04    　　　　
   Ａ６１Ｊ   1/00    ３７０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成21年4月10日(2009.4.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者により吸入される１回分の服用量の薬剤をそれぞれ個別に受けて格納するよう構
成された複数の離間したブリスター空洞部を備えるブリスターパックであって、前記パッ
クは、ホイル層と、外部ポリマー層と、前記ホイル層を傷つけずに前記外部ポリマー層の
各ブリスター空洞部または多数のブリスター空洞部の間の一部を前記ホイル層から実質的
に除去すること、又は前記外部ポリマー層の一部を薄くすることにより形成された脆弱領
域とを含む、ブリスターパック。
【請求項２】
　前記パックは前記ホイル層の前記外部ポリマー層の反対側に内部ポリマー層を含む、請
求項１に記載のブリスターパック。
【請求項３】
　前記脆弱領域は、前記外部ポリマー層の一部を前記ホイル層から実質的に除去または置
換することに加えて、実質的に前記内部ポリマー層を置換することにより形成される、請
求項２に記載のブリスターパック。
【請求項４】
　前記ブリスター空洞部が形成されるベース部と前記ブリスター空洞部をシールする実質
的に平板な蓋部とを含む、請求項２又は３に記載のブリスターパック。
【請求項５】
　前記外部および内部ポリマー層ならびに前記ホイル層が前記ベース部の一部を形成する
、請求項４に記載のブリスターパック。



(2) JP 2008-535746 A5 2009.5.28

【請求項６】
　前記内部ポリマー層の厚みは６０μｍ未満である、請求項２から請求項５のいずれかに
記載のブリスターパック。
【請求項７】
　前記内部ポリマー層の厚みは１５μｍ～４０μｍの間である、請求項６に記載のブリス
ターパック。
【請求項８】
　前記内部ポリマー層の厚みは３０μｍである、請求項７に記載のブリスターパック。
【請求項９】
　細長いブリスター片を含む、前掲の請求項のいずれかに記載のブリスターパック。
【請求項１０】
　前記脆弱領域は前記ブリスター片の各ブリスターの間に設けられる、請求項９に記載の
ブリスターパック。
【請求項１１】
　前記脆弱領域または各脆弱領域は非連続である、前掲の請求項のいずれかに記載のブリ
スターパック。
【請求項１２】
　前記外部ポリマー層は、各脆弱領域が一連の脆弱または非脆弱部分から形成されるよう
に、各脆弱領域に沿って延びる個別の離間した領域から実質的に除去または置換される、
請求項１１に記載のブリスターパック。
【請求項１３】
　前記脆弱領域は、前記引き裂きの開始を容易にするためにパックの端部に形成される、
前掲の請求項のいずれかに記載のブリスターパック。
【請求項１４】
　前記パックの端部に引き裂きの開始を容易にするためのノッチ、ニック、またはミシン
目を備える、前掲の請求項のいずれかに記載のブリスターパック。
【請求項１５】
　前記脆弱領域の少なくとも一部が狭い帯または線である、前掲の請求項のいずれかに記
載のブリスターパック。
【請求項１６】
　前記脆弱領域は、狭い帯または線と前記線が前記パックの端部に交差する拡大脆弱領域
とを含む、請求項１５に記載のブリスターパック。
【請求項１７】
　前記狭い帯または線は、前記パックの前記線の端部が前記パックの端部に交差する２つ
の拡大脆弱領域間にわたって延びる、請求項１６に記載のブリスターパック。
【請求項１８】
　ホイル層と外部ポリマー層とを含むブリスターパックの、使用者により吸入される１回
分の服用量の薬剤を個別に受けて格納する隣接するブリスター空洞部の間に脆弱領域を設
ける方法であって、前記ホイル層を傷つけずに前記外部ポリマー層の一部を前記ホイル層
から実質的に除去すること、又は前記外部ポリマー層の一部を薄くすることにより当該脆
弱領域を形成するステップを含む方法。
【請求項１９】
　前記外部ポリマー層の一部を前記ホイル層から実質的に除去または置換して脆弱領域を
形成する前記ステップは、前記ホイルから、前記パックに熱を加えて、前記外部ポリマー
層の一部を溶融もしくは柔らかくするステップを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記脆弱領域が前記パックの端部と交差する領域で、引き裂きを開始する手段を形成す
るステップを含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ホイル層を傷つけずに、前記パックに熱を加えて、前記外部ポリマー層の一部を溶
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融もしくは柔らかくして前記脆弱領域を形成するステップは、レーザを使うステップを含
む、請求項１９又は２０に記載の方法。
【請求項２２】
　ホイル層と外部ポリマー層とを含むブリスターパックの、使用者により吸入される１回
分の服用量の薬剤を個別に受けて格納する隣接するブリスター空洞部の間に脆弱領域を設
ける機器であって、前記外部ポリマー層の一部を前記ホイル層から実質的に除去または置
換するよう、前記ブリスターパックの一部の脆弱領域が形成される領域を加熱および圧縮
する加熱ブレード部材を備え、前記ブリスターパックが配置されるベース部材と、前記加
熱ブレード部材に従属し、脆弱領域の形成時に前記ベース部材と係合して前記加熱ブレー
ド部材と前記ベース部材との間に所定の距離を維持するストップ部材とを備えることを特
徴とする、機器。
【請求項２３】
　前記加熱ブレード部材に従属し、脆弱領域が前記パックの端部に交差する領域において
前記パックの一部を切断し、脆弱領域に引き裂きを開始する手段を形成する切断部材とを
備える、請求項２２に記載の機器。
【請求項２４】
　ブリスターパックを製造するための封止具であって、複数のブリスター空洞部を有する
ベース部と、前記ベース部の空洞部上に取り付けられて１回分の服用量が各ブリスター空
洞部に配されるとこれをシールする蓋部とを備え、前記パックはホイル層と１つ以上のポ
リマー層とを含み、前記封止具は、ブリスターベース部と前記ベース部上に配された蓋部
とを圧縮加熱して前記蓋部を前記ベース部にヒートシールする加熱された表面を備え、前
記シール表面は、前記ホイル層を傷つけずに、前記蓋部が前記ベース部にヒートシールさ
れると前記外部ポリマー層の一部を前記ホイル層から実質的に除去または薄くして脆弱領
域を形成する隆起部を含む、封止具。
【請求項２５】
　前記加熱表面はギザギザであり、前記隆起領域は前記ギザギザのパターンの最も高い表
面に実質的に水平である、請求項２４に記載の封止具。
【請求項２６】
　前記加熱表面ギザギザであり、前記隆起部は０．２ｍｍを上限にギザギザのパターンよ
りも高くなっている、請求項２５に記載の封止具。
【請求項２７】
　前記隆起部は、パックの端部に脆弱領域を形成する第１の部分と、前記パックの端部か
ら離れた前記第１の部分から延びる別の脆弱領域を形成する第２の部分とを有する、請求
項２４から請求項２６のいずれかに記載の封止具。
【請求項２８】
　前記第１の部分の前記表面からの高さは前記第２の部分の前記表面からの高さよりも高
い、請求項２７に記載の封止具。
【請求項２９】
　請求項１から請求項１７のいずれかに記載のブリスターパックを収容する吸入器。
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